
 
 

関
西
の
大
型
台

風
の
影
響
で
、

輸
送
に
大
き
な

遅
れ
が
出
た
。

   （１） 
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お
盆
と
重
な
り
、
物
流
へ
の
被

害
は
比
較
的
少
な
か
っ
た
よ
う

だ
が
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
地
域

局
は
大
変
だ
っ
た
と
思
う
▼
以

前
東
京
に
台
風
が
来
た
こ
と
を

思
い
出
す
。
ゆ
う
パ
ッ
ク
の
深

夜
勤
で
出
勤
時
、
翌
日
に
大
型

台
風
が
上
陸
、
早
朝
勤
と
日
勤

が
休
み
に
な
る
と
い
う
周
知
は

な
か
っ
た
▼
し
か
し
、
早
朝
ま

で
の
便
は
通
常
通
り
到
着
し
、

早
朝
勤
と
日
勤
で
協
力
し
て
作

業
す
る
所
を
一
人
で
続
け
る
こ

と
に
。
当
然
終
わ
ら
ず
、
区
分

す
べ
き
荷
物
が
大
量
に
残
る
の

だ
が
、
指
示
も
一
切
な
く
、
ど

う
す
れ
ば
い
い
か
分
か
ら
ず
パ

ニ
ッ
ク
状
態
に
▼
結
局
昼
頃
ま

で
作
業
を
続
け
、
業
務
が
ど
の

程
度
残
っ
て
い
る
か
を
紙
に
書

き
掲
示
し
た
が
、
誰
に
も
引
き

継
が
れ
て
い
な
か
っ
た
▼
こ
の

時
、
引
き
継
ぎ
の
重
要
性
と
、

引
き
継
が
れ
な
か
っ
た
時
の
問

題
を
い
や
と
言
う
ほ
ど
痛
感
し

た
▼
皆
さ
ん
が
働
い
て
い
る
局

で
も
、
こ
の
よ
う
に
引
き
継
ぎ

が
蔑
ろ
に
な
っ
て
い
る
所
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
今
一
度
確
認
し

て
、
職
場
環
境
改
善
に
役
立
て

て
欲
し
い
。 

（
Ｉ
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郵
政
ユ
ニ
オ
ン
東
京
地
本
は
、

８
月
２
６
日
渋
谷
勤
労
福
祉
会

館
に
於
い
て
、
第
１
２
回
定
期

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

議
長
に
は
練
馬
支
部
の
福
田

代
議
員
を
選
出
。
地
本
田
中
委

員
長
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
中
央

本
部
安
達
書
記
次
長
、
東
京
地

評
屋
代
事
務
局
次
長
、
東
京
全

労
協
大
森
議
長
、
日
本
共
産
党

里
吉
都
議
会
議
員
の
４
名
の
来

賓
方
か
ら
の
連
帯
の
あ
い
さ
つ

を
受
け
ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
一
般
経
過
報
告
と

会
計
・
会
計
監
査
報
告
が
地
本

執
行
部
か
ら
提
案
、
質
疑
討
論

の
う
え
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

 

■
増
員
を
お
こ
な
え 

 

第
一
号
議
案
・
運
動
方
針
案
、

第
二
号
議
案
・
財
政
方
針
案
が

提
案
さ
れ
、
質
疑
討
論
に
は
い

っ
て
い
き
ま
し
た
。 

「
要
員
が
本
当
に
足
ら
な
い
」

増
員
を
求
め
る
声
、
シ
ニ
ア
ス

タ
ッ
フ
の
６
５
歳
雇
止
め
、
酷

暑
に
も
か
か
わ
ら
ず
故
障
し
た

冷
房
の
中
で
の
過
酷
な
労
働
、

パ
ワ
ハ
ラ
の
横
行
、
な
ど
の
報

告
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。 

新役員紹介 よろしくお願いします 

委員長 田中 孝史（新東京支部） 

副委員長 飯塚 定夫（銀座支部） 

副委員長 小関 雅彦（小石川支部） 

書記長 松原 義孝（大田支部） 

執行委員 東條 浩昭（新東京支部） 

     井上 順平（練馬支部） 

     飯田 光弘（晴海支部） 

会計監査 本松 康宏（銀座支部） 

 

退任された方  お疲れさまでした 

冨田 良子（東京特定支部） 

郡 公一朗（目黒支部） 

 

鵜 

 

 

新旧役員のあいさつ 

福島原発汚染水海洋放出に反対する行動 右：

首相官邸前（８/２２）上：東京電力本店前（８

/２４） 

 

 

■
泣
き
寝
入
り
し
な
い
で 

よ
か
っ
た 

 

２
０
条
集
団
訴
訟
で
の
勝
利

和
解
に
喜
び
と
感
謝
の
発
言
。

苦
情
処
理
に
つ
い
て
も
「
泣
き

寝
入
り
せ
ず
に
、
組
合
を
通
し

て
行
う
意
味
が
あ
っ
た
」
と
組

合
員
の
声
の
紹
介
。
２
３
春
闘

に
お
い
て
「
非
正
規
組
合
員
も

ス
ト
に
入
り
、
支
援
の
お
か
げ

で
成
功
し
た
」
。
「
最
賃
を
さ

働
改
善
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
や
学
習
会
開
催
の
要
望
、
休

暇
削
減
反
対
ビ
ラ
の
配
布
行
動

の
実
施
、
支
部
、
ブ
ロ
ッ
ク
、

地
本
の
連
携
に
よ
る
体
制
強

化
、
組
織
拡
大
の
取
り
組
み
を

お
こ
な
う
べ
き
な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。 

討
論
の
内
容
を
新
年
度
の
運

動
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
、
大

会
要
求
の
作
成
、
提
出
を
確
認

し
、
第
一
号
議
案
、
第
２
号
議

案
と
も
に
全
会
一
致
で
採
択
さ

れ
ま
し
た
。
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

採
択
、
役
員
選
挙
、
新
旧
役
員

あ
い
さ
つ
と
続
き
、
最
後
に
、

田
中
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ー
で
新
た
な
出
発
を
確
認
し
大

会
を
終
え
ま
し
た
。 

                                                  
 

 

ら
に
上
げ
る
た

め
の
行
動
が
求

め
ら
れ
て
い

る
」
、
深
夜
労

全代議員が発言、活発な討論に 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

  

先日、「配達員切り 3 万人」「黙って 7 か月後にクビになれと」という新聞記事を

目にしました。これは、宅配ヤマト運輸「クロネコＤＭ便 」の日本郵便への移管に

伴い、これまで委託してきた個人事業主との契約を来年 1月 31 日付けで一斉に打ち

切るというものです。 

 営業所長に契約終了を通告された際のやり取りが紹介されていました。 

「日本郵便への紹介はないのですか」（個人事業主） 

「一切ありません」（営業所長） 

「黙って 7か月後にクビになれという話ですか」（個人事業主） 

「そうです」（営業所長） 

 クロネコＤＭ便とネコポスの業務を委託されている個人事業主は全国で約 3 万人

いるそうです。 

 郵政もヤマトも労働者を虫けらのように使い捨てすることを、何も感じない会社

なのです。こんなことを許してはなりません。私たち郵政ユニオンはヤマト社との

協業について問題ありと声をあげていきます。（小石川支部掲示板より一部抜粋） 
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当
面
の
行
動
日
程 

 

９
月
２
日
（
土
）・
３
日
（
日
）
東

京
全
労
協
合
宿
（
足
尾
銅
山
、
田

中
正
造
記
念
館
、
渡
良
瀬
遊
水
地
） 

７
日
（
木
）
第
１
回
東
京
地
本 

執
行
委
員
会 

夏
期
冬
期
休
暇
削
減
反
対
ビ
ラ 

配
布
行
動 

１
９
日
（
火
）
総
が
か
り
行
動
議

員
会
館
前 

１
８
時
３
０
分 

２
３
日
（
土
）
女
性
部
大
会 

（
中
央
本
部
） 

東
京
地
評
大
会 

２
４
日
（
日
）・
２
５
日
（
月
） 

全
労
協
大
会 

２
５
日
（
月
）
労
契
法
２
０
条 

追
加
訴
訟
裁
判
１
３
時
１
０
分

（
７
０
９
法
廷
） 

１
０
月
５
日
（
木
）
第
２
回 

東
京
地
本
執
行
委
員
会 

７
日
（
土
）・
６
日
（
日
）
は
た
ら

く
女
性
の
中
央
集
会
（
長
野
） 

１
４
日
（
土
）・
１
５
日
（
日
） 

み
ら
い
講
座 

（
東
京
晴
海
・
海
員
会
館
） 

１
１
月
３
日
（
金
）
憲
法
集
会 

９
日
（
木
）
第
３
回
東
京
地
本 

執
行
委
員
会 

２
５
日
（
土
）・
２
６
日
（
日
） 

日
本
母
親
大
会 

１
２
月
７
日
（
木
）
第
４
回 

東
京
地
本
執
行
委
員
会 

  

 

 

こ
こ
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ 

８
月
、
広
島
・
長
崎
は
被
爆

７
８
年
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年

も
東
京
特
定
局
支
部
で
は
地
元

支
部
の
仲
間
に
千
羽
鶴
を
託
し

献
納
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

広
島
平
和
記
念
資
料
館
の
資

料
に
よ
れ
ば
、
「
広
島
郵
便
局

職
員 

殉
職
の
碑
」
は
１
９
７
５

年
に
「
広
島
郵
便
局
有
縁
の
会
」

に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
ま
し
た
。 

被
爆
当
時
は
多
数
の
男
性
職
員

が
軍
隊
に
取
ら
れ
た
た
め
、
原

爆
の
犠
牲
と
な
っ
た
の
は
、
人

手
不
足
を
補
う
た
め
に
採
用
さ

れ
た
、
女
性
職
員
や
学
徒
動
員

の
女
性
、
国
民
学
校
の
生
徒
達

で
し
た
。 

そ
の
数
は
２
８
８
人
と
あ
り

ま
す
。
爆
心
直
下
だ
っ
た
た
め

に
、
光
や
熱
を
感
じ
る
間
も
無

く
、
一
瞬
に
し
て
命
を
奪
わ
れ

た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
殉
職

の
碑
は
殉
職
者
の
慰
霊
と
原
爆

受
難
地
で
あ
る
元
広
島
郵
便
局

の
跡
地
を
永
久
に
残
す
た
め
建

立
さ
れ
ま
し
た
。 

広
島
で
開
か
れ
た
原
水
爆
禁

止
２
０
２
３
年
世
界
大
会
・
国

際
会
議
は
５
日
、
「
国
際
的
共

同
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
各
国

政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
参
加

を
迫
る
運
動
を
強
化
し
よ
う
」

と
呼
び
か
け
る
宣
言
を
採
択
し

て
閉
幕
し
ま
し
た
。 

ま
た
コ
ロ
ナ
禍
だ
っ
た
昨
年

ま
で
の
規
制
が
な
い
中
で
平
和

広島郵便局殉職碑に献納する 

広島の仲間たち 

 

中央最賃審議会が示した目安額に基づき、各地方最

賃審議会が決めた地域ごとの最賃の引き上げ額が出

そろいました。２４県で目安額を上回ったとはいえ、

私たちが求めていた１，５００円には程遠いといえま

す。まだまだ、物価高騰に追いつきません。地域間格

差も解消されていません。 

郵政では、最低賃金（端数は１０円に切り上げ）プ

ラス「２０円」。東京の場合、外務はそれに１３０円

加算。１０月より実施されます。 

 

交
流
集
会
等
も
開
催
さ
れ
、
反

戦
平
和
と
脱
原
発
を
訴
え
る
行

動
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。 

東
京
で
は
、
原
発
事
故
で
発

生
し
た
汚
染
水
放
出
に
抗
議
す

る
集
会
が
連
日
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
も
粘
り
強
く
声
を

上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

(

東
京
特
定
局
支
部 

冨
田) 

 
  


